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第 14 部
実空間ネットワーク環境

第 1章 iCARs —実空間ネットワークの研究

iCARs WGは、実空間ネットワーク環境の構築を

目指している。本章では、先ず実空間ネットワーク

環境の定義を行い、本年度の活動について述べる。

1.1実空間ネットワークの定義

PDC や PHS によるデータ通 信技術、

IEEE802.11b[68] に代表される無線ネットワー

ク技術の普及により、モバイルコンピューティング

環境が実現しようとしている。一般にモバイルコン

ピューティング環境とは、小型計算機を携帯する

ユーザが、様々な場所で作業を行える環境であり、

ホットスポットなどの公衆無線 LAN環境の整備に

より今後ますます普及していくものと予想される。

加えて、近年の計算機の小型化、無線通信技術およ

びセンサ技術の進歩により、ユビキタスコンピュー

ティング環境の実現が現実的なものになってきてい

る。ユビキタスコンピューティング環境は、様々な

ものに計算機が埋め込まれ遍在している環境をユー

ザが移動し、移動先の計算機資源を利用するコン

ピューティング環境であると言える。

ユビキタスコンピューティング環境は、計算機資

源を遍く整備するだけでなく、ユーザの周辺の環境

がサービスを提供する必要がある点で、モバイルコ

ンピューティング環境よりも実現が困難である。そ

のため、我々は実空間ネットワーク環境を提案して

いる。

我々は、実空間ネットワーク環境を実空間のエン

ティティの情報を仮想空間から利用するコンピュー

ティング環境であると定義している。この定義では、

実空間ネットワーク環境の “実空間”という言葉は、

現実の空間という意味を、その対義語である “仮想

空間” は、計算機上にのみ存在する情報空間という

意味を持つ。

実空間ネットワーク環境を構築する目的は、ユー

ザや遍く存在するモノに関する情報をもとに、ユー

ザへ周辺の環境のサービスを提供することにある。

ユビキタスコンピューティング環境では、すべての

モノに遍く計算機資源を埋め込む手法をとるのに対

し、実空間ネットワーク環境では、計算機資源を埋

め込むことが困難なモノに関する情報をセンサデバ

イスを介して利用し、その実現の手法を異にする。

本 WG では、以上の定義に基づき実空間ネット

ワーク環境の実現を目指し、研究活動を行っている。

また、環境のすべてを一度に構築するのは困難であ

るので、先ず、実空間上のヒトの情報を取得し、管

理する機構を構築することを目指した。

1.2本年度の活動

iCARs WG は、実空間ネットワーク環境を実現

を目指し研究を行っている。今年度は、センサデバ

イスから取得した情報を個人ごとに管理するモデル

である Personal Server Modelを提案し (2章)、そ

のモデルに基づいた機構である D2システムを構築

した。

D2を利用した実験として、WIDE合宿の際に行っ

た実験 (本報告書における実験の部で述べる)、慶應義

塾大学で行われたイベントである HCDの際に行っ

た実験 (3章)を行った。加えて、WIDE合宿のプロ

グラム委員の作業負担を軽減するソフトウェアの試

作 (4章)を行った。

第 2章 Pesonal Server Model

モノの情報を取得する為にセンサデバイスを利用

するのが実空間インターネットワーク環境であると

既に述べた。今年度は、モノとモノの情報として、ヒ

トとその位置情報に注目した。センサデバイスから

得た情報をもとに、ヒトがどこにいるかを管理する

機構を構築するにあたり、自分の情報を個人ごとに

管理するモデルである Personal Server Modelを提

案した。
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2.1 Personal Server Model で想定するセンサ

環境

近年、センサデバイスの高機能化、低消費電力化、

小寸法化、低価格化が進んでいる。しかし、単一の

センサで多種多様な情報を取り扱えるわけではない。

多種多様な実空間の情報を扱う為には、特定種類の

情報を取得するセンサデバイスのインフラストラク

チャが、多種類および多数必要になるものと考えら

れる [63]。多種類とは、位置情報や温度情報など、検

知可能な情報の種類が多数存在することであり、多

数とは、位置情報を検知するセンサデバイスが、大

量に存在することである。多数の場合、地理的に分

散していることも想定される。

例えば、位置情報を取得するセンサデバイスを想

定した場合ですら、GPSを用いた衛星測位では、屋

内など測位不可能な不感地帯が存在する。もし、そ

の不感地帯で測位を行う為には、異なる測位センサ

デバイスを利用する必要がある。また、情報の表現

に着目すれば、GPSのように極座標 (緯度経度高度)

ではなく、“慶應大学湘南藤沢キャンパス大学院棟

2F会議室 A”のような位置情報ラベルを用いて、人

間が理解しやすい形式での情報を提供するほうが都

合の良い場合も考えられる [147]。

これらの背景をふまえ、本研究では、多種多様な

センサデバイスが広範囲に分散している環境を想定

する。ユーザはこのような環境の中を自由に移動し、

ユーザの近辺に存在するセンサデバイスを実空間情

報として取得する。

本研究では、ある管理者により管理されるセンサ

デバイスの集合をセンサインフラストラクチャと呼

ぶ。このような環境では、センサインフラストラク

チャごとに、管理者が異なる場合、センサの種類が

異なる場合、もありえる。また、同じセンサインフ

ラストラクチャ内に存在する、複数のユーザの情報

を同時に単一のセンサデバイスから取得することも

ありえる。

以下に本研究がセンサの環境をまとめる。

• 同一種類のセンサデバイスをある管理者が管理
する集合をセンサインフラストラクチャと呼ぶ。

• ユーザは移動しながら、センサインフラストラ
クチャ内で近接するセンサデバイスを使用する。

• さまざまな種類のセンサインフラストラクチャ
が遍在する。

2.2 Personal Server Model

前章で述べた環境を実現するために本研究ではPer-

sonal Server Modelを提案する。これは全てのユー

ザは、自分に関する情報を保持するサーバを一つ保

有し、そのサーバにセンサ情報も含めたさまざまな

実空間情報を個人ごとに集中管理するモデルである。

このユーザ固有のサーバを “ Personal Server” と本

研究では定義する。本モデルでは、ユーザ一人に対

しひとつの Personal Serverを保持する。

センサデバイスで取得された実空間の情報は、そ

のセンサインフラストラクチャ内のデータベースで

はなく、直接ユーザの Personal Server に送信され

る。また、センサの情報だけでなく、ユーザの所属

や名前、連絡先、スケジュールや住所録などの個人

情報も実空間情報として Personal Server で管理さ

れる。

図 2.1に Personal Server Modelの概要と相互の

関係性を示す。この図では、実空間に存在する各ユー

ザそれぞれに対応するように、仮想空間に Personal

Real Space

Virtual Space

Network

BobArthur Catty

Individual 
Intra-Sensor Infrastructure

Sensor devices

Personal Server

Sensor Infrastructure

Get Sensor Info

Send Sensor Info

Arthur’s 
Personal Server

Bob’s
Personal Server

Catty’s 
Personal Server

sensor devices

Sensor Information

図 2.1. Personal Server Model
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Serverが置かれ、それぞれの Personal Server同士

はネットワークで接続されていることを表している。

また、センサデバイスが取得したセンサ情報は、セン

サインフラストラクチャによって取得され、Personal

Serverに送られている。

また、センサ情報はセンサデバイス・センサイン

フラストラクチャの管理者に保持されることはなく、

各ユーザの Personal Serverに保持される。つまり、

センサ情報はセンサインフラストラクチャに対して

分散管理されることとなり、プライバシ保護を実現

するとともに、ユーザ数の増加に対する規模性も提

供できる。

2.2.1 Personal Server Modelの前提機能

Personal Server Model では、全てのユーザが一

意な ID(Globaly Unique ID、以下 GUID と呼ぶ)

を保持していることを前提とする。この IDにより、

個々のユーザを識別することができる。

センサデバイスはセンサデバイス自身が取得する

位置情報などの情報に加えて、その ID も取得可能

とする。この ID を利用することにより、ユーザの

識別などを行える。本研究は、このようなセンサデ

バイス環境を前提とする。

本研究では GUIDの定義、管理、割り振りなどに

関する議論は行わない。現在使用可能な ID 体系と

しては、Auto ID Center[22] や mu-chip[173] など

があげられる。Auto ID は、96 bit の ID 空間を、

mu-chipは 128 bitの ID空間を持つ。両者とも書き

込み不可であり、製造段階で一意性が確保される。

GUIDは 2.5節で後述する Personal Server 発見

手法である、SDP(Server Discovery Protocol)のた

めに使用される。SDPは、センサインフラストラク

チャがそのユーザの情報を管理している場所を把握

するために使用される。SDPにより、前節で述べた

ユーザ指向でのデータ管理を行う際に生じる問題点

を解決できる。また、SDPでは、GUIDに対応する

Personal Serverが存在する場合、必ずその Personal

Serverを発見できるものとする。

さらに、Personal Server Model におけるセンサ

デバイスは実空間情報を取得することに加えて、こ

のGUIDも同時に取得することを前提とする。加え

て、取得した情報を Personal Server へと送信する

ためのネットワーク接続性が必要である。そのため、

本研究では、センサネットワークなどで想定してい

る低機能センサデバイスよりもセンサデバイス自体

は多少高度な処理能力を持つことを想定している。

しかし、本研究では、センサデバイス自身には触れ

ず、また、センサデバイスが取得する情報に関して

は正規化などが行われていることを前提とする。

2.3 Personal Server

Personal Server はそのユーザに関するセンサ情

報を全て保持・管理するサーバである。センサ情報

を保持するために、Personal Serverはデータベース

機能を持つ。

別のPersonal Serverあるいは他のアプリケーショ

ンは、センサ情報を取得したいユーザの Personal

Serverに対して接続し、そのユーザに関するセンサ

情報を要求する。Personal Serverは、この要求に対

して、データベースに保持されているセンサ情報を

返信する。このセンサ情報を受信することにより、

アプリケーションは、そのユーザに関するセンサ情

報をネットワークを越えて利用できる。

Personal Serverは、アクセス管理機構を持ち、要

求が不適切な通信相手からのものであれば、その要

求を破棄する機能を持つ。センサデバイス管理者が

センサ情報を保持せず、インフラストラクチャに対

して分散した Personal Server にセンサ情報が保持

されることに加えて、このアクセス管理機構により、

プライバシ保護が実現される。

また、Personal Serverはユーザの情報を保持し、

アプリケーションからの要求を待つ必要性があるた

め、常にネットワーク上に存在しているものとする。

すなわち、Personal Serverに対して接続が不可能な

場合や、接続の切断などは発生しないものとする。ま

た、Personal Serverの移動も考えないと事とする。

ただし、Personal Serverは、インターネット上のど

こにあっても構わない。

アクセス管理機構

Personal Server Model では、そのユーザに関わ

る情報をそのユーザの Personal Server が集中管理

する。Personal Serverは、他のアプリケーションな

どからの要求に応じてセンサ情報を返答する。

Personal Server には、プライバシ保護を実現す

るためにアクセス管理機構を持つ。アクセス管理機

構を通じてのみ、信頼関係のある相手には、そのア

クセス権限に応じて適切な情報を公開することを可
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能とする。この際、前述した GUIDを利用すること

で、相手の特定を行う。信頼関係のある GUIDの取

得は、名刺交換などで行われる。従って、GUIDの

取得、交換自体は本研究の範疇ではない。

信頼できる GUID の追加や信頼できない GUID

の追加、アクセス権限の追加変更などのアクセス管

理はユーザ自身が行う。そのため、管理がしやすい

ようにグループ単位でのアクセス管理を可能とする。

例えば、“研究室”というグループを用意し、このグ

ループに属するGUIDに対しては自分の位置情報を

公開するという、一括したアクセス権限の設定を可

能とする。

2.4プライバシ保護問題の解決

プライバシ保護に関しては、従来のモデルでは、セ

ンサの管理者という第三者が介在したために、ユー

ザの個人的な情報を第三者が保持することになって

いた。しかし、本研究が提案する Personal Server

Modelでは、センサ情報はセンサから直接 Personal

Serverに送信される。この通信が暗号化などで保護

されることで、現在使用していない、他のセンサは

センサ情報を盗聴できない。また、ユーザが現在使

用しているセンサの管理者は、センサ情報を全て盗

聴可能であるが、本節で後述する GUIDしか分から

ないため、誰のセンサ情報か分からない。

センサインフラストラクチャの管理者が誰のセン

サ情報かを把握する場合は、Personal Serverに直接

アクセスし、GUIDをもとにした名前情報の要求を

行う必要がある。その際でも Personal Serverには、

アクセス管理機構が存在し、不適切な要求を拒否す

ることができる。

結果として、Personal Server Model では、以下

に述べる対象へのプライバシ保護が行われる。

現在使用しているセンサインフラストラクチャの

管理者はセンサ情報は取得できるが、誰のセンサ

情報か分からない。

他のセンサインフラインフラストラクチャの管理

者はセンサ情報は盗聴できない。

他のユーザやアプリケーションはアクセス管理に

より、不適切な要求として拒否される。

2.5ユーザ移動問題の解決

本研究が想定している環境では、さまざまなセン

サデバイスが広範囲に分散して存在する環境の中を

ユーザが移動する。そのため、ユーザに関するセン

サ情報を取得する場合、どのセンサインフラストラ

クチャに要求すればよいか分からないという問題が

生じる。これをユーザ移動問題と呼ぶ。

Personal Server Model では、ユーザに関する情

報は一つの Personal Serverで管理されているため、

常に同じ Personal Server に対して要求を行えばよ

い。これにより、ユーザの移動に関する問題点は解

決される。

Personal Server Modelでは、そのユーザに関する

センサ情報を取得したセンサデバイスは、そのユー

ザの Personal Serverに対して、取得したセンサ情報

を送信する。また、あるユーザの情報を得ようとす

る他のユーザは、そのユーザの Personal Server に

対してアクセスすることでその情報を得ることがで

きる。

しかし、Personal Serverは、インターネット上の

どこにあっても構わないという前提がある。これは

利点ではあるが、同時にセンサはセンサ情報の送信

先が不明であるという欠点となる。また、他のユー

ザも情報の要求先が不明となる。従って、Personal

Server Modelでは、Personal Serverのネットワーク

上の位置が分からなくなるという問題点が存在する。

本研究では、SDP(Server Discovery Protocol)を

提案することでこの問題点を解決する。SDPは、各

ユーザが保持している GUIDを利用して、そのユー

ザが持つ Personal Server のネットワーク上の位置

を取得する。これにより、ユーザの現在位置および

使用しているセンサデバイスに関わらず、Personal

Serverのネットワーク上の位置を検出することがで

きる。

以下に SDPに必要な機能について述べる。

SDPの機能要件

SDPに対する機能要件として、以下の機能があげ

られる。

• 規模性
原則として、Personal Serverは一人につき一つ

用意される。そのため、数十万、数百万の規模で

Personal Serverは存在する可能性がある。多数

の Personal Server の中から、できるだけ速や

かに Personal Server を発見することが必要で

ある。

• IDの匿名性
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GUIDは、そのユーザを一意に識別する識別子

である。このGUIDを元に、センサデバイスは

Personal Serverを発見する。

これは、GUIDさえ取得できれば、その人の関

する実空間情報を保持している Personal Server

を発見することができるということであり、プ

ライバシに関わることである。従って、GUID

は第三者に分からないように保護されるべきで

ある。

一方、tcpdumpや port scanなどのさまざまな

ネットワーク層でのツールを使うことにより、そ

のホストが Personal Server である、というこ

とは容易に識別できる。しかし、そのホストが

Personal Serverである、ということがたとえ判

別できたとしても、その Personal Server を管

理しているユーザを識別不可能であればプライ

バシの侵害は起こらない。そのため、Personal

Serverのネットワーク上の位置を示す IPアドレ

スに関する匿名性は、本研究では特に扱わない。

• 低機能ノードへの対応
SDPは、Personal Serverを発見する必要がある

ノードすべてが利用する。これは、センサノー

ドも例外ではない。しかし、一般にセンサノー

ドは処理能力やストレージ、ネットワーク帯域

などが非常に限定されている。このようなノー

ドでも SDP を使用することが可能でなければ

ならない。

• 確実性の保持
SDPグループ内では、登録が動的に行われる。

この登録内容を取得するためには、最終的に必

ず GUIDから IPアドレスへと変換できなけれ

ばならない。ただし、その GUIDおよび IPア

ドレスの両者が登録されていることをその条件

とする。

2.6センサ情報の表現手法

Personal Serverに保持されるユーザに関するセン

サ情報は、他のアプリケーションなどと交換、利用が

できなくては意味がない。従って、Personal Server

の中に保存されているセンサ情報を他のアプリケー

ションと交換するためのデータフォーマットおよび

プロトコルを規定する必要がある。

Personal Serverにはそのユーザに関するセンサ情

報が保持される。その際、Personal Serverの中でど

のような形式で実空間情報が保持されるかは実装依

存であるが、他の Personal Server あるいは他のア

プリケーションがそのセンサ情報を利用する場合に

は、共通の形式でセンサ情報が表現されていなけれ

ばならない。

従って、Personal Server Model には、センサ情

報の表現手法と、その交換手法が必要となる。

また、Personal Server内に保持されているセンサ

情報は、今後さまざまな種類が必要に応じて追加さ

れるであろう。しかし、現段階では今後どのような

情報を扱うようになるか予測不可能である。従って、

センサ情報の表現、交換手法は拡張可能であるべき

である。

本研究では、全ての情報にはその情報が誰に関し

ての情報かを示す GUID、どこで取得されたかを示

す位置情報、いつ取得されたかを示す時刻情報が暗

黙的に付加されていると考える。従って、これら三

つの情報を、重要な情報とし、交換に必要な最低限の

情報として、必ずセンサ情報の交換に使用する。以

下にその情報を列挙してまとめる。

• GUID

• 位置情報
• 時刻情報

第 3章 Home Coming Day実験

本章では、2002 年 11 月 23 日に開催されたイベ

ント「Home Coming Day 2003」における iCARs

システムを用いた実証実験について述べる。Home

Coming Day 2003は、慶應義塾大学湘南藤沢キャン

パスで開催された卒業生向けのイベントであり、約

400 名の卒業生が集まりパーティなどのイベントを

行った。この際、WIDE合宿での実験などで構築し

た iCARシステムを用いたサービスを提供した。

Home Comming Day とは、2002 年 11 月 22 日

に、SFC(慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス) にて

ORF(Open Research Forum) と同時開催されたイ

ベントで、SFC の卒業生が多数集まり、交流を深

めた。

2002年 9月のWIDE合宿での実験では、位置情

報を取得し、提供することに主眼が置かれていたが、
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Home Comming Dayでは、位置情報を取得し、そ

れに応じて情報を送信することを行った。つまり、

WIDE 合宿では受動的な機能しか提供しなかった

が、Home Comming Dayでは、情報の送信という、

より能動的なアプリケーションを提供した。

3.1提供したサービス

RF-IDを利用した参加者の位置情報取得を行った。

取得した情報は、下記のサービスで使用した。

参加者には事前に携帯メールアドレス、所属サー

クルなどの属性情報を登録してもらった。これらの

情報を元にさまざまなサービスを参加者に対して提

供した。

以下にサービスの種類を列挙し、その内容を述べる。

• 携帯への情報提供
• 現在地に関する情報提供
• マッチング情報提供
• 大学教員の位置情報

3.1.1携帯への情報提供

ある属性を持つ参加者全員が持つ携帯電話に対し

て情報を送信した。これにより、参加者間のコミュ

ニケーションを促進することができた。

3.1.2現在地に関する情報提供

参加者の現在地付近で行われている展示に関する

情報を参加者の携帯メールアドレスに対して送信す

るサービスを行った。携帯メールアドレスに情報を

送信することにより、参加者の利便性を向上させた。

3.1.3マッチング情報提供

ある参加者の近傍に、同じ属性情報 (同じサーク

ルに属していたなど) を持つ参加者が一定数以上存

在する場合、その属性を持つ他の参加者に現在地と

ともにその旨を送信する。

このサービスにより、同一属性を持つ参加者が集

合している場所を他の参加者が知ることができ、集

合を促進することができる。

3.1.4大学教員の位置情報

大学教員の位置情報を携帯から閲覧できる形式

(CHTML)で、web上に随時表示した。この情報を

携帯で閲覧することにより、大学教員との再会をし

やすくした。

3.2実験システムの構成

実験システムの構成を図 3.1に示す。

3.3本実験に向けたシステムの改良

本システムで利用した、データベーススキーマを

以下に記す。それぞれタグ ID が共通の要素として

設定してあるため、タグ ID をキーとして関係を作

成することができる。

Core部

Core部は、前章で述べた、センサ情報を表現する

ために必要不可欠な情報を含めた。

• タグ ID 参加者に携帯してもらったタグの ID

• 位置情報 取得されている、最後の位置情報
• タイムスタンプ 最後に位置情報が取得された
時刻

Person 部

Person 部にはその参加者に関する情報を格納し

た。この中には属性情報も含まれる。この属性情報

を元に、マッチングサービスを提供した。

• タグ ID 参加者に携帯してもらったタグの ID

• 姓、名 (漢字)

• 姓、名 (ひらがな)

• 性別
• 携帯Mailアドレス

• 生年月日
• 卒業年度
• 所属サークル
• 所属研究室
• 所属アドグル

room部

部屋ごとの展示スケジュールデータを以下のよう

に表現した。この展示スケジュールデータを用い、

参加者の位置情報と時間情報に基づいた展示情報を

送信するサービスを提供した。

• 各部屋における展示の開始時間
• 各部屋における展示の終了時間
• 展示が行われる場所

3.3.1位置情報センサ (RF-ID)の改良

本実験では、参加者の位置情報を取得するために
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Personal 
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Personal 
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図 3.1. HCD実験システム全体図

RF-IDを利用した。参加者が保持する RF-IDタグ

から発信される電波を検知するために、基地局にはア

ンテナが付属しており、このアンテナの性能によっ

て基地局が網羅できる範囲が決定される。しかし、

本実験では、建物単位での位置情報を取得すること

が求められていたことおよびアンテナの性能がボト

ルネックとなり基地局単体では建物をカバーするこ

とはできなかった。

そのため、本実験では複数台の基地局を仮想的に

一つにまとめた。これにより、広範囲での位置情報

を取得することができるようになった。

具体的には、基地局間で取得した情報を共有し、一

つの基地局で参加者が範囲外に出たとしても、他の

基地局が検知している場合は、範囲内に参加者がい

ると判定した。これにより、複数の基地局を仮想的

に一つの基地局と見なすことができた。

3.4まとめ

「Home Coming Day 2003」において、RF-IDを

利用した参加者の位置情報を取得し、その参加者の

位置情報を利用したサービスを提供した。本実験で

は、携帯メールアドレスに情報を通知することによる

情報提供に特に焦点を当てた。また、Home Coming

Dayでは、卒業生の場であることから位置情報を利

用したマッチングサービスを提供した。これにより、

参加者同士のランデブーが促進された。

第 4章 合宿プログラム委員支援ソフトウェアの試作

WIDE合宿では、プログラム委員と呼ばれるスタッ

フが、プログラムの円滑な進行だけでなく、参加者の

生活を支援する為の活動をしている。本WGでは、

2002 年度に行われた 2 度の合宿において、プログ

ラム委員の負担を軽減する為のソフトウェアの試作

し、実際に合宿で運用した。
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4.1食事チェックとその改善

WIDE合宿では、参加者のほとんどが宿舎内の食

堂で飲食する。しかし、食事を取らない参加者がい

る為、食事が余ることがあった。数年前よりWebを

利用した毎回の食事の予約が行われ、予約した者が

食事を取っているかをプログラム委員が調べること

によって、残飯が発生しないように運営されていた。

このプログラム委員の仕事はご飯チェックと呼ばれ、

本章で述べるソフトウェアの目的は、その負担を軽

減することにある。

本機構導入以前のプログラム委員による食事チェッ

クは、以下に述べる作業に分類できる。

1. Webによる予約

各参加者がWeb を用いてどの日の食事を予約

するか決定する。食事の予定はプログラム委員

が管理するデータベースに格納される。

2. 食事予約者リストの作成

プログラム委員が上記の食事の予約を元に、毎

回の食事を予約した参加者のリストを印刷する。

3. 実際に飲食した者の確認

プログラム委員が、上記のリスト用いて食堂の

前で各参加者の氏名を確認し、予約して食事を

取らない参加者を記録する。

図 4.1の機構 (Raku-Raku System)を用いて、作

業 2及び 3 を半自動化した。本機構は、バーコード

リーダ、及びノート PC 上で動作する Raku-Raku

System から構成され上記のデータベースから生成

された食事予約者リストの CSV ファイルを利用す

る。本機構を用いて、作業 2及び 3を以下のように

変更した。

Raku-Raku system

2

3

4
1

DB

Select date

Read CSV

Display

Read Barcode by Barcode Reader

Barcode Reader

図 4.1. システム構成図

2′. 食事予約者リストファイルの作成

プログラム委員が、ノート PC上に上記の食事

予約者の CSVファイルを取得する。

3′. 実際に飲食した者の確認

プログラム委員が、試作したソフトウェアを動

作させ、上記のリスト用いて食堂の前で各参加

者の名札に印刷されたバーコードをスキャンす

ることにより、予約して食事を取らない参加者

を記録する。

本機構の導入により作業が半自動化されたことで、

プログラム委員の作業負荷が減少しただけでなく、

実際に飲食したものの確認作業の正確性が向上した。

4.2食事チェックソフトウェア

本機構は、バーコードリーダを備える携帯型計算

機で動作する。試作ソフトウェアは perlプログラム

として実装した。perlは各種プラットフォームに移

植されており、プラットフォームに依存しないサー

ビスの提供が可能である。本機構は以下のように動

作する。

1. 現在確認する食事を選択する

2. バーコードリーダを用いて名札を読み取る。そ

の後、

• 食事予約者は registerdと表示される

• 非食事予約者は unregisterdと表示される

3. 特定の終了タグを読み取らせることによりシス

テムが終了する

図 4.2に動作中のスクリーンダンプを示す。また、

図 4.3に食事予約者の CSVファイルの例を示す。

図 4.2. 動作中のスクリーンダンプ
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図 4.3. CSVファイルのスクリーンダンプ

4.3今後の課題、まとめ

本節では、プログラム委員支援ソフトウェアに関

する今後の課題を述べ、まとめる。

4.3.1今後の課題

実験では、ユーザの認識に現在バーコードを利用

している。しかし、バーコードでは名札の向きにより

読み取れない場合がある。近接無線タグをバーコー

ドの代わりに利用することにより、読み取り精度が

向上することが期待される。

また、近接無線タグを利用により利用者自身がリー

ダに名札を接近させることにより、さらなる自動化

が可能ではあるが、参加者自身の負荷が微増するこ

とから検討を要する。

4.3.2まとめ

WIDE合宿において、プログラム委員の作業負荷

を軽減するためのソフトウェアとして、食事チェッ

クソフトウェアを試作した。従来手作業で行われて

いた食事チェックを、本機構を利用することにより、

半自動化した。結果として、プログラム委員の負荷

を軽減することができた。
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